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ISEPのインターンで印象
に残っていること 
私の中で、最も印象に残っていること、驚いた

ことは、インターン生の数と彼らの熱意です。

私の大学は九州の大分県と、地方に位置してい

るため、他大学の学生と触れ合う機会はあまり

多くなく、今回のインターンがほぼ初めての経

験でした。大学での友人たちは、みな熱心に何

かに取り組んでいますが、私のように「再生可

能エネルギー」の分野に特に関心を抱いている

学生はあまりいませんでした。そのため、ISEP

での活動を決意した際も、学生はあまり多くは

いないだろうな…と勝手に考えていました。し

かし、実際に活動が始まると、とても多くの魅

力的なインターンの学生との出会いがあり非常

に驚かせられました（私の知る限りでは当時、

インターン生8名ほど）。わずか三か月と短期間

でしたが、今後も彼らとの交流を継続させてい

きたいと思えるような、貴重な関係を築くことが

できました。	

　また、同世代にこれほど熱意をもって「環境」というテーマに取り組んでいる人たちが

いるという事実にも大変刺激を受けました。みなISEPにてインターンをしているため、大

きな括りで見ると、同じ「エネルギー」や「政策」などに興味を抱いている人たちですが、

細かくみるととても多様性があり、それぞれの異なる視点から問題を捉えていました。そ

のため、インターン生どうしのミーティングなどを通じて彼らと意見を交わすことができ

たのは、自分の知らない考え方や視野を広げるという意味で大変有意義な時間でした。	

　もちろん、スタッフの皆様との関わりも学生どうしとは比べ物にならないほどに貴重な

ものでしたが、同じ目線、同じ立場という共通点の多さなどから、インターンを通じて出

会えた学生たちとの交流が、私の中で最も心に残っています。 

日々の業務内容 
ISEPインターンでの私の主な業務内容は、研究員の方の調査補助でした。その他では会議

で用いる資料の印刷やイベントのお手伝い、その後のアンケートの集計といった細々とし
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た業務も行いました。私は期間が3か月と比較的に短期間のインターンであったので、長期

プロジェクトを担当することなどはありませんでしたが、どのような作業を行うに当たっ

てもほぼ必ず「再生可能エネルギー」関連のものを扱っていたため、日々の雑務の中から

も学べることも多くありました。調査の補助に関しては、初めに研究員の方に自分の興味

分野に伝えていたので、それに関連した調査業務を与えていただき、その内容を簡単なレ

ポートにまとめ、それに対してフィードバックして頂くことも多々ありました。調査業務

に余裕がある時などは、自分の興味分野を調べたり、それに関して情報提供して頂いたり

といった事も行いました。その他さまざまな活動を行いましたが、特にこれらの活動を通

じて自分自身の知識を深められたことや、多くの有識者の方々と出会い、お話を伺うこと

ができたのは、今後の私の人生にとって非常に大きな財産となりました。	

今後のインターン希望者へ！ 
私から皆様にお伝えできる事はあまり多くはありませんが、短期間高頻度でインターンを

行った者の立場から述べると、たとえ短期間でも再エネに興味のある学生は必ず参加する

べきだと思います。また、短期間であるからこそ必死になれるという面も大きいです。一

瞬一瞬を無駄にしないように、様々なことを自分の成長に繋げたいという想いで活動して

いましたが、もし長期間のインターンを行っていたらここまで濃い時間を過ごすことは難

しかったと思います。今の時代はネットや新聞・雑誌など様々なツールで学ぶ機会はあり

ます。しかし、それに満足するのではなく自分自身で最先端の現場の雰囲気を知るという

ことは非常に大切です。インターンをしたからといって、自分ができることに大きな変化

はないかも知れませんが、なによりその場にいたという経験やそこでの出会いが今後のキャ

リアに大きな影響を与えることになると思います（私自身が就活をしながらのインターン

だったので、非常に大きな影響を受けました）。	

　地方学生という立場での意見では、数か月の東京生活でしたがインターンを通じて共通

の目的を持つ仲間もできた事や、地方では感じる事ができない東京ならではの雰囲気を実

感することができる事も大きなメリットだと思います。地方は地方の魅力は確かにありま

すが、東京という場所が持つエネルギーはとても驚かされるものがあると思います。再生

可能エネルギーという地方での仕事が増える業界であるからこそ、その反対の東京の状況

を実感することも自分の価値観を広げる上で大事であるなと感じました。また、就活と並

行してのインターンも地方学生にとっては良いかと思います。就活だけで上京するよりか

は、同時にインターンをして見識を広げながら社会を見ていくことは、時間やコストの面

からも効率的であると思います。ISEPの皆様も柔軟に対応してくださったので両立はしや

すかったです。最後に、ISEPでのインターンではチャンスは多くありますが、全て自分次

第だと思うので、積極的に行動することできっと自分にとって有意義な時間にすることが

できると思います。	
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